
 

 

 

 

 

 

 

９月４日（月）から８日（金）までの５日間、今年度の中学部ワーキングウィークが実施されま

した。全ての生徒が午前は９時２０分から１２時００分まで、午後は１３時１５分から１３時４５

分までの時間に、それぞれの作業班の校内実習に取り組みました。 

１日を通しての作業は１年生にとって初めての体験でしたが、休憩を随時とりながら自分に与え

られた仕事に取り組むことができていました。２，３年生は昨年度までの経験を生かしながら取り

組み、作業に集中する時間も長く、１年生の良いお手本となっていました。 

３年生はこの期間、一人一人が１～２日間校外に出て実習をしてきました。３年生１１名が校外

７カ所の事業所に出向き実習をし、初めて外部での体験に緊張する様子も見られましたが、どの生

徒も実習先の指導員さんの話をよく聞いて、自分の与えられた作業やいろいろな活動に取り組み、

充実した２日間とすることができました。「大変だったけど、楽しかった。」「また同じ仕事をして

みたい。」など、実習後このように感想を述べる生徒もたくさんいました。 

この貴重な体験を今後の作業等に生かしていってもらいたいと思います。 
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９月１１日（月）から２２日（金）の９日間、高等部３年生による後期産業現場等におけ

る実習が企業 6 カ所、Ｂ型事業所 13 カ所、生活介護事業所 7 カ所の計 26 カ所で行われ

ました。３年生にとって最後の実習ということで、生徒たちは将来の進路先の選択・決定

を意識して取り組みました。生徒が取り組んできた実習での感想を紹介します。 

高等部３学年 産業現場等における実習の感想 

＜企業での実習＞ 

私は、株式会社小名浜包装資材で実習を行いました。仕事内容は、ピッキング、バーコード

貼り、在庫補充です。重い荷物を運んだり、どこに何があるのかを覚えて、リストを見ながら

品出しすることを頑張りました。また、分からないことがあったらすぐに聞いて、仕事をでき

るだけ早く覚える努力をしました。これからも、体調管理に気をつけたり、相手に伝わるよう

に話すことを心がけていきたいと思います。 

 

＜Ｂ型事業所での実習＞ 

私は、未来工房で後期現場実習を行いました。 

仕事内容は、弁当の盛り付け、洗い物、箸袋折

り、弁当運びなどでした。その中でも特に、箸袋

折りが上手にできました。箸袋に箸を入れる作業

は細かい作業だったため難しく感じましたが、頑

張ることができました。 

今後は、自分から挨拶や報告をすることを目標

にして頑張りたいと思います。 

 

＜生活介護事業所での実習＞       

 僕は、いわき学園で実習をしました。 

いわき学園では、バリ取り、部品の袋詰め、ペット

ボトルのキャップ拭きをやりました。 

どの仕事も楽しく、集中して取り組むことができま

した。午後の活動は、文字のなぞり書きやぬり絵に取

り組みました。また、水曜日はカラオケや映画のクラ

ブの時間があり、特にカラオケの時間が大好きでグリ

ーンの「キセキ」を大きな声で歌えたことが楽しかっ

たです。 

 

 

 

 

 

 


